
マンション全戸一括ISPのシェアNo.1※で、マンションの防災活動の支援も行う株式会社つなぐネットコミュニケーションズが
運営するマンション・ラボアンケートで、会員2,189名から回答を得ました。以下、概要をご報告します。

※ＭＭ総研「全戸一括型マンションISPシェア調査（����年�月末）」に基づくもの

大地震発生後、約�割の住民が「自宅での被災生活」を想定。
一方で、約�割が不安を抱える結果に。

マンション住民2,200名が答えた、
防災対策アンケート結果

調査概要

調査期間

調査手法

回答者数

2023年1月26日～2月6日

インターネット調査

2,189名
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● 大地震発生後も自宅マンションでの被災生活を希望する方が全体の約 ��%

● 大地震が発生した場合の不安なこと TOP� は「家族の安否」「マンション建物や設備の被害」「自宅での被災生活」 

● 実際に行っている防災対策は食料や水などの備蓄品が多く、もっとも不安な家族の安否確認は対策不足

● 備蓄品は推奨されている �~� 日分が約 ��%、タワーマンションで推奨されている � 日間分は約 ��%

● 自分の住むマンションの防災対策について、 ��%が「進んでいない」と回答

●「同じマンションで助け合える人がいない」「防災マニュアルがあるかわからない」という回答が約 ��%、共助の下地づくりが必要

自助編

共助編

（※）グラフの数字は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、回答比率の合計が 100％にならない場合があります。



不安なことTOP�は「家族の安否」「マ
ンション建物や設備の被害」「自宅で
の被災生活」という結果に。

「家族の安否」への不安は、被災時に
家族が一緒にいない可能性が高いこ
とを想定している結果といえます。
そのため、まずは被災時の連絡手段
を決めておくことで不安を払しょくす
ることが重要です。
また、「建物や設備の被害」や「自宅で
の被災生活」への不安についても、ラ
イフラインが長期間停止することを
想定した、ハード・ソフト両面での地
震対策を住民に周知・啓蒙する重要
性があると感じます。

大地震発生後も自宅マンションでの被災生活を希望する方が全体の約80%

(n=2189)

大地震が発生した場合の不安なことTOP3は
「家族の安否」「マンション建物や設備の被害」「自宅での被災生活」 

家族の安否

マンション建物や設備の被害

自宅での被災生活

自宅内の家具や設備の被害

備蓄品が足りるか

自らの大けがや死

外出先からの帰宅困難

避難所での被災生活

親戚や知人の安否

医療機関の被災による治療困難な状況

水害など複合災害の発生

行政や国の支援体制

マンション内で助け合える知人がいない

新型コロナウイルスへの感染リスク

預金の引き出しができるか

家族の要配慮者※の対応

地震保険などが適用されるか

ペットのこと（安否・被災生活）

その他【           】

特に不安を感じていない
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もしも大地震に被災したら、その後はどこで生活することを想定していますかQ

今後大地震が発生した場合、どのような点に不安を感じますか?Q

(n=2189)
自宅マンションでの生活を
継続すると思う

わからない

自宅を離れて
避難生活すると思う

多数の方が、避難所ではなく「自宅マンションで
の被災生活」を想定されている背景には、マン
ションの耐震性への信頼、安心感、
住み慣れた自宅マンションで過ごしたいという
期待や希望があるものと想定されます。

78.4 %

15.5%

6.0%



実際に行っている防災対策は食料や水などの備蓄品が多く、
もっとも不安な家族の安否確認は対策不足

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

飲料水・食料の備蓄 69.969.9

家族の安否確認対策（例：電話が通じない時の連絡手段の検討） 16.816.8

停電への備え（例：非常用照明、乾電池、充電機器、ラジオ、小型蓄電池など） 54.8

災害用トイレの備蓄 40.9

ガス供給停止への備え（例：カセットコンロなど調理用熱源） 40.2

非常持出袋の準備 38.1

室内の安全対策（例：家具家電の固定、ガラスの飛散防止） 31.0

新型コロナウイルス感染症対策（アルコール消毒液やマスクの備蓄） 30.8

水が使えない際の衛生対策（例：布歯磨き、ウエットタオル） 24.7

ケガへの備え（例：救急グッズの備蓄、応急手当の習得） 24.4

地震防災の正しい情報や知識の収集 16.4

室内復旧への備え（例：停電時に使える掃除用具、安全手袋） 14.3

特に何もしていない 10.1

被災後の暮らしを意識した、アウトドアやキャンプの機会を活かした訓練 4.8

浸水被害への備え（簡易止水シート、土のう、水のうなど） 1.7

その他【          】 0.3

わからない 2.3

(n=2189)

いま現在ご家庭で実施している防災対策をお選びください。Q

先 の「 大 地 震 が 発 生した 際 の不 安 なことは なにか？」で最 も多
かった回答が「家族の安否」であったものの、「家族の安否確認対
策」を実施しているとの回答は��.�％ととても低い結果となりま
した。取り返しのつかないことにならないよう、すぐにでも家族で
話し合い、複数の連絡手段を共有しておくべきだと感じます。
また、「飲料水、食料の備蓄」については約��％が対策済と回答。
自 宅マンションでの被 災 生 活 を想 定している、比 較 的 備えやす
い、という点が反映されていると思われます。

1位 飲料水・食料の備蓄

2 位 停電への備え

3位 災害用トイレの備蓄

飲料水や食料、停電、ガス供給の備えは�割以上できていますが、家族の安否確認の連絡手段は下位となっていました。



備蓄品は推奨されている �~�日分が約40%、
タワーマンションで推奨されている7日間分は約18%

(n=1627) 4～5日分

6～7日分

3.9%わからない 3.3%1日分

2～3日分

3.9%11日分以上

3.5%8～10日分

41.8%

26.2%

17.7%

被災後は自宅マンションで暮らすことを想定されている方が多いため、いざという時に困らないように、
飲料水や食料品の備蓄だけでなく、家具の固定、災害用トイレの備蓄といった準備も必要だと思われま
す。また、特にもっとも不安であると回答された「家族の安否」については、すぐにでも家族内で話し合い
などを行い、連絡先の共有などを行うべきだと思われます。

自助編まとめ

一般的に、備蓄品は災害発生から３日分を用意することが望ましい
といわれています。ただし、タワーマンションの高層階などは、エレ
ベータが使用不可となる可能性もあるため、�日間程度の備蓄が
推奨されているものの、（内閣府「防災情報のページ参照」）
本アンケートでは、�日以上の備蓄をしていると回答した方は全体
の��％弱という結果に。
マンション自体が安全で被災生活が可能でも、ライフラインが停止
した中、備蓄品が不足すれば継続して生活することは困難となる
可能性があるため、
自分の暮らすマンションの環境に合った備えをすることが大切だと
いえるでしょう。

備蓄品は何日分用意していますか？家族がいる場合、家族全員で「何日分」かでお答えください。Q



「大地震の実感がわかない」「どこまで備えればいいのかわからない」「よくわからないが、なんとなく大丈夫のような気
がしている」という回答が多い結果から、不安はあるものの、地震による被害や被災後の生活について、居住者の大半
がリアルにイメージができていないため、対策に力をいれることが難しいのかもしれません。ひとりひとりが「自分事」とし
て地震対策を行えるよう、啓蒙活動を継続していく必要性を感じます。

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

大地震などを経験したことがなく、実感がわかない人が多そうだから

どこまで備えれば安心なのか、わからない人が多そうだから

普段、災害について学んだり触れたりする機会が少なそうだから

対策に必要な知識を持つ人が不足していそうだから

いつおこるかわからないのに、過度な対策は無駄だと思う人が多そうだから

対策に必要な費用が不足していそうだから

建物や設備の対策が進み、安全だと思っている人が多いそうだから

被災地などに赴き、被害を実感したことがない人が多そうだから

対策の必要性について住民の意見が違いすぎて、まとめるのが難しいから

災害が発生したら、どんなに備えていても意味がないと思う人が多そうだから

よくわからないが、なんとなく大丈夫のような気している人が多そうだから

その他【         】

(n=1207)
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(n=2189)

あまり進んで
いないと思う

まあまあ進んで
いると思う

40.1%

44.5%

10.6%

かなり進んでいる 4.8%
全く進んでいないと思う

マンション全 体での防 災 対 策 については
「進んでいないと思う」と回答する人が約半数

という結果に。マンション全体の防災対策を
居住者に周知し備えることで、安心感を高
める働きかけをすることも、今後重要といえ
るでしょう。

自分の住むマンションの防災対策について、55%が「進んでいない」と回答 

マンションでの防災対策がなかなか進まない理由として、（あなた自身も含めて）
妥当だと思えるものをお選びくださいQ

お住まいのマンション全体」での、防災対策は進んでいると思いますか？Q



マンション内に頼りになる人が「いない」「わからない」あわせて約�割となり、日頃のマンション内での居住者同士の交
流やコミュニケーションが少ないことがうかがえます。発災時の被害を軽減するためには、居住者同士のサポートや協
力は不可欠です。普段は交流がなくても、被災時には助け合える、そんな仕組みづくりなども必要といえるでしょう。

「防災マニュアル」は、被災時の被害を軽減するための備えや行動、組織体制などを記しています。
約半数が「わからない」と回答していることから、マニュアルの意義や必要性を含めて、居住者にあまり浸透していない
傾向にあるようです。そのため、防災マニュアルを防災訓練で使用する、回覧してみる、など認知してもらうための工夫
が必要といえるでしょう。

ある

ない

わからない

準備（検討）中 3.2%

30.8 %

16.8 %

49.2 %

いる

いない

わからない

31.8 %

50.0 %

18.2 %

「同じマンションで助け合える人がいない」「防災マニュアルがあるかわからない」
という回答が約50%、共助の下地づくりが必要

(n=2189)

(n=2189)

お住まいのマンション内に、助け合える家族が �世帯以上いらっしゃいますか？ Q

お住まいのマンションに防災マニュアルはありますか？Q



ない

わからない

ある

47.6 %

18.7%

33.7%

(n=2189)

お住まいのマンションに
防災備蓄品（救助用品、発電機、食料、医療品、災害用トイレなど）はありますか？Q

防災備蓄品を準備しているマンションが約��％という結果に。被災後も自宅マンションで生活すること
を想定するのであれば、マンション全体で備蓄品を準備していることは、居住者の大きな安心につなが
ります。

大地震はいつ発生するかわかりません。災害が起きた時、自分や家族がどうなるのか、どう困るのかを具
体的にイメージしながら家庭内の対策をすすめることが大切です（自助）。
また、マンション全体では、防災マニュアル等に具体的な発災時の行動計画や防災対策を明文化し
周知しておく、防災訓練などを通じて協力体制を築いておくことで被害の軽減につながります（共助）。
自助を前提とした共助の取組みにより、被災後も自宅マンションで暮らしを継続させる可能性が高ま
ることが期待できます。

まとめ




